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国立大学法人山口大学

基 本 理 念
国立大学法人

 

山口大学は、「発見し・はぐくみ・かたちにする知の広場」の理念のもと、地域共生型キャンパスの創生と持続的発展可能な

 

社会形成への貢献に努めるとともに、教職員、学生が自らの意欲を高め、その持てる能力を十二分に発揮して、地域環境の保全と環境負荷の低

 

減をめざした取組み・活動を行います。

基 本 方 針
（１）事業活動における環境負荷の低減

 

(温室効果ガス排出抑制、グリーン購入、廃棄物抑制等)
（２）環境貢献技術の創出

 

(環境保全のための科学技術の研究、開発の推進)
（３）環境モラルの醸成

 

(環境基礎、環境モラル醸成のための教育カリキュラムの充実) 
（４）地域との協調・コミュニケーション

 

(地域住民との触れ合い、職員・学生の自主活動による社会、環境貢献)
（５）法規制の遵守とマネジメントシステムの整備･充実

 

(環境配慮の取り組みのための管理体制の整備)
２００６年８月１日

１.環境理念･方針

国立大学法人山口大学
学長

 

丸本

 

卓哉

２.環境目標と具体的な取組
３．環境配慮活動の状況

実績と対応

◇紙使用の削減
◇附属光小学校
～美しい環境を守ろう！

「光クリーン大作戦 in 光小」～

６.教育・研究・地域等の環境配慮および

 

トピックス
◇間伐材原料の「割り箸」使用と回収の取組

４.環境管理体制
国立大学法人山口大学環境マネジメント体制に関する要項

（２００６年1月16日制定）制定

（１）環境関連法規制の収集、評価

（２）環境影響調査、評価の概要

（３）環境配慮推進員の活動状況

（４）内部監査の結果

５.環境配慮等の取組状況

７.遵法管理の状況と情報交換

◇山口大学公開講座
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◇廃棄物排出量の削減

◇温室効果ガス排出量の削減と建物等の施設整備

2011年度

主要３キャンパスのエネルギー使用量（原油換算）・面積原単位

◇電力危機に対応する高温発酵系の開発

「発酵」を中心とする微生物産業は、食品や醸造分野のみならず、抗生物

 

質や抗体医薬など、バイオ産業の中で最も大きな比重を占めています。エ

 

ネルギー消費を抑制し、かつ安定な発酵生産が保障される「耐熱性」もし

 

くは「耐熱化」発酵微生物を開発・利用することができれば「低炭素化」

 

へ大きく貢献することができます。

◇ペットボトルキャップ，
プルタブ回収

◇感染性産業廃棄物

「今日から始めるグリーンライフ講座」

基　本　方　針 分　　　類 担当 具　体　的　な　取　組 中　　　期　　　目　　　標 ２０１1年度目標 自己評価

省エネ法に基づき啓発活動によりエネル
ギー削減の励行

2008～2012年度の５年間で、基準年の2007
年エネルギー使用量の５％以上削減

エネルギー消費原単位を2008年を起点と
して、年平均１％以上の低減に努める △

排出される温室効果ガスの排出量を削減
する。

2008～2012年度の５年間で、基準年の2007
年レベルと比較して面積原単位で５％以上
削減

温室効果ガス排出原単位を2008年度を起
点として、年平均１％以上の低減に努める ○

グリーン購入の推進
財務部・施設環境

部
摘要調達物品の環境配慮 グリーン調達比率　１００％ グリーン調達比率　１００％ ○

森林保護
総合企画部・財務
部・情報環境部

両面印刷等の推進による印刷物の削減 計画的削減に努める。 計画的削減に努める ○

廃棄物の抑制 学部等 廃棄物の再資源化に努める 廃棄物の減量化に努める 廃棄物の削減とリサイクルの推進 ○

環境貢献技術の創出 環境研究 学部等 省資源・省エネルギーに繋がる研究開発 地球環境にやさしい研究開発の推進 環境に関する研究の推進 ○

学生支援部・学部
等

学生への環境教育の実施 学生に対する環境教育の徹底
実験排水の適正な処理の徹底
教育・研究等を通じて地球環境の負荷低
減に努める

○

施設環境部 職員への環境教育の実施 職員に対する環境教育の徹底
職員への省エネ意識の
啓発 ○

学内環境美化
学部等・学生支援
部・施設環境部

学内環境美化運動の促進 学内緑化及び学内一斉清掃の定着
学内緑化の推進及び学内一斉清掃の実
施 ○

地域住民との
触れ合い

各種媒体を通じた環境情報の発信 関係者に対する環境情報の提供
山口大学Ｗｅｂにおける環境情報の発信
及び公開講座やセミナー開催の拡充 ○

職員・学生の自主活動
による社会，環境貢献

環境啓発 地域貢献活動の推進 地域貢献活動の推進 ○

化学薬品等の使用量の軽減 グリーンケミストリーの推進 無駄な薬品等の使用量の削減 ○
化学物質取扱者への教育・訓練 排水基準の遵守 学生及び職員への教育 ○

化学物質及び排水・廃液の適正管理 化学物質の適正管理の徹底 排水・薬品の適正管理 ○

大気汚染防止 施設環境部 排出基準値以下の運転 ○

各種産業廃棄物の処理
学部等　財務部
施設環境部

適正な管理と処理 ○
放射性物質
・核燃料物質の管理

学術研究部 適正な管理 ○

マネジメントシステム
の整備・充実

環境配慮の取り組みの
ための管理体制の整備

学部等
施設環境部

環境マネジメントシステム構築の推進 環境マネジメントシステムの定着・充実 環境マネジメントシステムの定着 ○

法規制の遵守

化学物質の管理
水質汚濁防止

　学部等
安全衛生対策室
学術研究部

地域との協調・
コミュニケーション

学術研究部
総合企画部

事業活動における環
境負荷の低減

温室効果ガス排出抑制 施設環境部

環境モラルの醸成

環境教育
（環境基礎，環境教育カ
リキュラムの充実）

処理をマニフェストによって

 

確認し、適正に管理しています。

発酵生産性の向上と効率化
発酵生産（温度）管理の省力化

消費電力の削減
低コスト発酵システムの利用

国内微生物産業への貢献
熱帯地域の微生物産業の育成

地球規模のCO2削減

耐熱性
発酵微生物

耐熱化
発酵微生物

地球温暖化

耐熱性菌と低炭素化 耐熱性菌と耐熱化株

生育限界
（常温菌）

生育限界
（耐熱菌）

発酵生産性の向上と効率化
発酵生産（温度）管理の省力化

消費電力の削減
低コスト発酵システムの利用

国内微生物産業への貢献
熱帯地域の微生物産業の育成

地球規模のCO2削減地球規模のCO2削減

耐熱性
発酵微生物

耐熱化
発酵微生物

地球温暖化地球温暖化

耐熱性菌と低炭素化 耐熱性菌と耐熱化株

生育限界
（常温菌）

生育限界
（耐熱菌）

2011年４月から食

 

堂で排出される廃食

 

用油をバイオディー

 

ゼル燃料へのリサイ

 

クルを開始しました。
１ヶ月に約200リッ

 

トルの廃食用油をリ

 

サイクルしています。

一般廃棄物 産業廃棄物（ｔ） （ｔ）
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太陽光発電設備 トップランナー
高効率変圧器

Hf照明器具

御手洗湾のゴミを拾い、分別する子どもたち

2011度は、学内無線LAN環境の整備

 

が整い電子会議の運用を開始。諸会議の

 

ペーパレス化により会議資料の用紙・印

 

刷経費の削減を目指す。

2011年度

原油換算量 2,678

面積原単位 0.024

原油換算量 7,735

面積原単位 0.067

原油換算量 2,515

面積原単位 0.033

原油換算量 12,928

面積原単位 0.042

2.5

-1.0 面積原単位の対基準年度比削減率(%)

吉田キャンパス

小串キャンパス

常盤キャンパス

合　計

 面積原単位の対前年度比削減率(%)
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